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【活動の基本情報】 
 参加学生数：10 名 
           （1 年生：8 名、2 年生：1 名、3 年生：1 名） 
 活動期間：2023 年 5 月～ 
 担当教員：竹林浩志 
 

1．活動実施の経緯 

岸和田にある空き家問題の対策や地域経済の発展、
地域人材雇用の拡大、地域の担い手の創出、地域イメー
ジの向上を目指して、2022 年春から活動を始めた団体

「岸和田古眠家 Base（KKB）」は、古民家仲介事業、古民家データバンク事業、企業支援
活動、ロケ地データバンク事業、飲食事業、複合施設経営、学生建築デザイン支援、寺子
屋、勉強会・ワークショップの開催、古民家活用の人材育成、古民家マルシェなどのサー
ビスができないかと考えていますが、まだ実践には至っていません。 
 

2．活動の内容 
 古民家活用を目指す組織の活動（イベント・ミーティング）に実際に参画してもらうこ
とで、ただ単に情報を収集するだけでなく、地域の方々とのコミュニケーションからも現
状を把握してもらい、活動のあり方・方向性、現状の問題点・課題について考えていただ
く。それによって学生にとっては地域におけるイベントの企画・運営・意思決定の実際や
今後の展望等をリアルに体験することができ、地域側にとっては、活動に際しての新たな
る発想や知見が獲得できると考えている。 
 

3．活動を通じて 
 学生の時間の都合もあったが、地域の方々の協力もあり積極的に活動に関われたものと
理解している。その意味においては、学生は、実際の活動に参加することで、運営側の方々
や参加者の方々と多くかかわり、多くのコミュニケーションをとることができ、現実の地
域活動の難しさがある程度理解できたのではないか、と考えている。 
  

大阪府岸和田市 
古民家活用を通して地域課題の解決策を考え、実践する。 
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4．成果ポスター 
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大阪府岸和田市 
テーマ：古民家活用を通して地域課題の解決策を考え、実践する。 
私たち岸和田市古民家 LPP では、報告の中で 3 つの質問をいただきました。①活動の一環
のブックフェスタについて、なぜ本にまつわるイベントを行ったのか。②ブックフェスタで
使用した古民家はどのように借りたのか。③今後どのように古民家を活用していきたいか。
これに対して、①元々私たち学生の受入先が地域の図書館で、図書館で毎年開催されている
ブックフェスタに私たちも便乗する形でイベントを行った②LPP の設立当初に古民家の持
ち主にご協力いただき、一年を通して使わせていただいている③ 地域の人が気軽に立ち寄
れるような、世代間交流の場として古民家を活用していきたいと回答しました。またアンケ
ートには、古民家を活用することによる具体的なまちづくりのイメージはあるかという質問
をいただきました。当日の質問の回答にもあったように、古民家を気軽に立ち寄れる居場所
として提供し、新たなコミュニティ創出によって活気あるまちづくりをしたいと考えていま
す。交流会の時間も同じような課題を抱える他の地域の方と意見交換をし、大変実りのある
場になったため、これを次年度にも活かしていきたいです。 
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